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はじめに 
 
ALDx-Uを PCと USB接続するの必要なドライバソフトのインストールについて説明します。 
この説明書は、XP用です。 
 
ソフトのダウンロード 
FTDI社のドライバソフトは弊社のホームページからダウンロードしてください。 
（http://www.omega-denshi.com） 
 
圧縮ファイル CDM204Exe.lzhを適当なフォルダに解凍すると、次のファイルが出来ます。 
 CDM 2.04.06.exe 
 
 
ドライバソフトのインストール 
上記の、CDM 2.04.06.exeをダブルクリックして起動して下さい。MSDOS画面が開いて作業が始まり、必要なドライ

バがインストールされます。インストールが終了すると MSDOS 画面は閉じます。この時点でドライバの準備は
できていますが、ALDx-Uユニットを接続するまでは、デバイスマネージャではドライバは見えません。 

 
COMポート番号の確認 
ALDx-Uユニットを USBケーブルでパソコンと接続し、COMポートの番号を確認します。 
スタートメニューから、「設定」--->「コントロールパネル」と進んで、「システム」アイコンを開きます。 
ハードウエアタブを選択した状態が次の画面です。 
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ここで、「デバイスマネージャ(D)」ボタンを押すと、次の画面が現れます。一覧の中の「USB (Universal 

Serial Bus) コントローラ」を開いて、「USB Serial Converter」という項目があるのを確認します。 

 

次に「ポート(COM と LPT)」の項目を開いて、USB Serial Port の項目があることを確認し、 

 

そこに表示された COM番号を控えてから、デバイスマネジャーを閉じます。 

COM番号は、デモソフト、校正ソフトで COM番号を設定するのに使います。 
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著作権 

Windows 2000, Windows XPはマイクロソフト社の登録商標です。 

CDM 2.04.06.exe, FTDI社製のドライバの著作権は FTDI社が保有しています。 
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